
容
を
紹
介
し
つ
つ
、
農
業
政
策
の
歴
史

を
振
り
返
る
意
義
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
的
に
農
業
保
護
政
策
は
、
自
民

党
・
農
水
省
・
農
協
の
利
益
誘
導
体
制

の
産
物
だ
と
説
明
さ
れ
ま
す
が
、
実
は

こ
う
し
た
構
造
が
な
か
っ
た
戦
前
に
も

農
業
保
護
政
策
は
存
在
し
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と

に
明
治
初
〜
中
期
の
農
業
政
策
は
、
農

業
の
大
規
模
化
・
欧
米
化
・
輸
出
促
進

を
目
指
す
い
わ
ゆ
る
「
市
場
志
向
型
」

の
政
策
で
し
た
。
で
は
そ
の
後
導
入
さ

れ
た
農
業
保
護
政
策
は
、
誰
が
何
の
た

め
に
作
り
上
げ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

明
治
後
期
以
降
の
農
業
政
策
の

立
案
を
担
当
し
た
の
は
、
農
林
省
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主な記事紹介

私
た
ち
の
社
会
に
は
様
々
な
政
策
が

数
多
く
存
在
し
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
ど

の
よ
う
な
意
図
で
誰
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
か
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
政

策
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
分
析
す
る
こ

と
は
、
政
治
学
の
重
要
な
研
究
課
題
の

一
つ
で
す
。
政
策
の
中
に
は
、
つ
い
最

近
に
な
っ
て
で
き
た
も
の
も
あ
れ
ば
、

百
年
以
上
の
年
月
を
か
け
て
徐
々
に
形

作
ら
れ
て
き
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
社

会
や
経
済
の
根
幹
部
分
を
占
め
る
分
野

に
関
わ
る
政
策
の
多
く
は
、
長
い
年
月

の
間
に
多
種
多
様
な
歴
史
的
要
因
の
影

響
を
受
け
て
現
在
の
状
態
に
な
り
、
そ

し
て
今
後
も
変
化
を
続
け
て
い
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
生
物
が
環
境
に

適
応
す
る
為
に
進
化
し
た
り
、
地
形
が

地
殻
変
動
や
雨
風
に
よ
る
浸
食
な
ど
に

よ
っ
て
多
様
な
形
態
に
変
化
す
る
過
程

と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
私
は
こ
れ
ま

で
経
済
に
関
連
し
た
政
策
や
制
度
の
起

源
を
探
り
、
そ
れ
ら
が
「
進
化
」
し
た

長
い
歴
史
的
過
程
を
分
析
す
る
研
究

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
は
日
本

の
農
業
政
策
の
発
展
過
程
を
探
る
研
究

を
行
い
、
そ
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

著
書
を
出
版
し
ま
し
た
（
『
農
業
保
護

政
策
の
起
源
：
近
代
日
本
農
政
の
発
展 

１
８
７
４
～
１
９
４
５
』
（
勁
草
書
房
、 

２
０
１
８
年
）
。
以
下
で
は
同
書
の
内

（
１
９
２
５
年
ま
で
は
農
商
務
省
）
の

官
僚
た
ち
で
し
た
。
彼
ら
は
欧
米
の
農

学
や
経
済
学
の
理
論
を
研
究
し
、
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
て
日
本
古
来
の
農
業

思
想
と
融
合
さ
せ
、
日
本
農
業
に
適
し

た
独
自
の
農
業
理
念
を
生
み
出
し
ま
し

た
。
そ
の
理
念
は
「
小
農
主
義
」
と
よ

ば
れ
、
家
族
経
営
の
中
小
自
作
農
を
農

業
の
主
な
担
い
手
と
と
ら
え
、
協
同
組

合
の
組
織
を
通
じ
て
農
家
の
経
営
を
支

援
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
理

念
に
基
づ
い
て
、
中
小
農
の
経
営
改
善

を
図
る
政
策
が
作
ら
れ
た
り
、
産
業
組

合
（
農
協
の
前
身
の
一
つ
）
を
中
心
と

し
た
食
料
管
理
体
制
が
確
立
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
世
界
恐
慌
に
よ
る
農
村
疲

弊
や
戦
時
経
済
確
立
の
要
請
を
受
け

て
、
農
村
の
組
織
化
が
促
進
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
戦
前
の
展
開
が
戦
後
の

農
業
政
策
・
制
度
の
基
盤
と
な
り
ま
し

た
。
つ
ま
り
中
小
農
保
護
の
理
念
は
戦

前
か
ら
存
在
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
保

護
政
策
も
本
来
は
利
益
誘
導
体
制
の
産

物
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
貿
易
自
由
化

の
波
を
受
け
て
、
日
本
農
業
は
い
ま
重

大
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
が
農
業
の
将
来
を
考
え
る
上
で
、

日
本
農
業
が
こ
れ
ま
で
た
ど
っ
て
き
た

道
を
今
一
度
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
も

重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

四
面	

台
湾
通
信　
第
8
回�

菅
　 

大
志

五
面	

北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
の
遺
跡
へ
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こ
う　
第
１
回�

 

髙
倉 

 

純

六
面	

こ
こ
ろ
の
健
康
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え
る
58 

「
イ
マ
ジ
ン
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欲�

 

渡
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誠
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文
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財
調
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セ
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ー

○
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学
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育
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研
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会
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台
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林
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発
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農業政策の起源を探る

メディア・コミュニケーション
研究院　准教授

佐々田　博教
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ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ

に
近
い
キ
ュ
ス
ナ
ハ
ト
と

い
う
湖
畔
の
町
に
、〈
ト
ー

マ
ス
・
マ
ン
の
道
〉
が
あ

る
。
下
り
坂
の
バ
ス
道
路

を
脇
に
入
り
、
石
畳
の
階

段
が
螺
旋
状
に
下
り
て
い

く
小
道
だ
▼
ト
ー
マ
ス
・

マ
ン
は
ド
イ
ツ
か
ら
亡
命

し
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
。

亡
命
地
の
一
つ
が
こ
こ
か

と
、
閑
静
な
住
宅
地
を
通
る
〈
道
〉

を
、
マ
ン
の
影
を
探
す
よ
う
に
歩
い

た
▼
彼
が
、
国
外
講
演
旅
行
か
ら
母

国
に
戻
れ
ず
ス
イ
ス
に
来
た
の
は
、

１
９
３
３
年
２
月
。
ヒ
ト
ラ
ー
内

閣
が
国
民
の
支
持
で
成
立
し
た
直

後
。
86
年
前
だ
。
そ
の
頃
の
日
記
に

は
キ
ュ
ス
ナ
ハ
ト
は
す
ば
ら
し
い
所

と
あ
り
、
よ
く
散
歩
も
し
た
が
、
そ
れ

で
気
が
紛
れ
る
と
い
う
訳
に
は
い
か

な
か
っ
た
。
亡
命
以
降
病
気
が
ち
、

重
苦
し
い
心
を
抱
え
た
ま
ま
、
執
筆

や
講
演
で
闘
い
続
け
る
様
子
が
記
さ

れ
て
い
る
▼
〈
道
〉
に
は
樹
齢
百
年

は
数
え
そ
う
な
苔
む
す
楓
が
あ
っ

た
。
遠
く
に
湖
と
湖
畔
の
景
色
が
広

が
る
。
マ
ン
は
楓
の
老
木
も
、
対
岸

の
家
並
み
と
森
も
、
き
っ
と
見
た
だ

ろ
う
。
母
国
の
粗
暴
な
政
治
が
頭
を

離
れ
ぬ
ま
ま
…
▼
６
年
前
、
日
本
の

政
治
家
が
憲
法
改
正
に
触
れ
て
「
ド

イ
ツ
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
も
い
つ
の

ま
に
か
ナ
チ
ス
憲
法
に
変
わ
っ
て
い

た
。
誰
も
気
が
付
か
な
か
っ
た
。
あ

の
手
口
に
学
ん
だ
ら
ど
う
か
」
と

言
っ
た
手
口
と
は
、
こ
の
時
の
ド
イ

ツ
の
こ
と
だ
。�

(

今
日
子)

いじわるじいさん

2019年度通常総代会を開催しました。

第１号議案　�2018年度事業報告・決算関係書類
承認の件

第２号議案　2019年度事業計画及び、予算の件
第３号議案　�役員報酬限度額決定の件
第４号議案　�議案決議効力発生の件

大
学
の
福
利
厚
生
の
一
部
を
安
心
し
て
お
任
せ
い
た
だ
け
る
北
大
の
生
協
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
身
近
で
役
に
立
つ
、
や
さ
し
い
生
協
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
学
生
生
活
の
変
化
や
組
合
員
の
要
望
を
捉
え
、
大
学
と
も
協
力
し
な
が
ら

改
善
に
結
び
つ
け
ま
す
。

５
月
23
日
、
工
学
部
オ
ー
プ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
北
大
生
協
２
０
１
９
年
度
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
会

は
、
総
代 

１
６
９
名
（
実
出
席
75
名
、
書
面
議
決
94
名
）
の
参
加
に
よ
り
、
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
成
立
い

た
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
総
代
会
は
５
月
23
日（
木
）開
催

議
長
に
小
田
さ
ん
（
農

学
部
学
生
）
を
選
出
し
、

柿
澤
理
事
長
（
農
学
研
究

院
教
員
）
が
生
協
理
事
会

を
代
表
し
て
挨
拶
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
安
藤
学
生

組
織
委
員
長
（
学
生
）
が

第
１
〜
４
号
議
案
を
提

案
、
坂
爪
監
事
会
議
長

（
教
員
）
が
監
査
報
告
の

後
、
直
ち
に
質
疑
・
討
論

に
入
り
ま
し
た
。
質
疑
は

発
言
通
告
用
紙
に
よ
る
全

体
で
の
質
疑
・
討
論
（
Ａ

パ
ー
ト
）
を
行
い
ま
し

た
。
理
事
会
か
ら
の
ま

と
め
の
後
、
総
代
１
６
９

名
（
内
実
出
席
75
名
、
書

面
出
席
94
名
）
で
採
決
を

行
い
、
全
議
案
を
賛
成
多

数
で
承
認
・
決
定
し
ま
し

た
。
ま
た
、
役
員
選
挙
は

全
候
補
者
の
当
選
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
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2019年度通常総代会を開催しました。
2018年度を振り返り、2019年度の計画等を決めました。
テーマ：『過去にとらわれず、変化を恐れず、新たな取り 

組みにチャレンジしよう！』

2019年度役員名簿
≪代表理事≫
理事長
柿澤　宏昭

専務理事
小助川　誠

≪理事≫
吉見　　宏
大道　　元
寺澤　　睦
川上　　豊
羽山　広文
工藤　　勲
山崎　幹根
笠原　敏史
谷　　遼大
髙橋真太郎

中山　拓登
稲垣　征哉
豊原　涼太
伊藤　　凌
阪上　佑真
安藤　亮博
今井　彩乃
高橋　　廉
奥山　莉子

≪監事会議長≫
坂爪　浩史

≪監事≫
江戸　將風
小山ひなの
三上　苑子
久保　淳司

Ｂ
パ
ー
ト
と
し
て
総
代
と
生
協
職
員
と
の
意
見
交
換

そ
の
後
会
場
を
工
学
部
食

堂
に
移
し
て
の
Ｂ
パ
ー
ト
で

は
、
食
堂
、
購
買
、
書
籍
、

ト
ラ
ベ
ル
＋
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
の
計
４
テ
ー
マ
に
分

か
れ
て
１
時
間
程
度
職
員
と

総
代
と
の
意
見
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
で

は
生
協
学
生
組
織
委
員
が
進

行
役
と
な
り
、
各
現
場
で
働

く
生
協
職
員
と
そ
の
現
場
に

興
味
の
あ
る
総
代
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
出
さ
れ
た

ご
意
見
・
ご
質
問
等
は
、
理

事
・
組
織
委
員
会
・
生
協
職

員
に
よ
り
、
今
後
の
生
協
運

営
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
の
課
題

取
り
組
み
、
ユ
ー
ザ
ー
様
か

ら
は
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
関
連
し
て
留
学
生

向
け
で
は
食
堂
の
ハ
ラ
ル
メ

ニ
ュ
ー
や
ハ
ラ
ル
加
工
品
の

販
売
強
化
な
ど
を
進
め
て
い

ま
す
。

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大

学
化
に
関
連
し
て
、
新
入
生

に
対
す
る
語
学
学
習
の
斡
旋

や
異
文
化
体
験
ツ
ア
ー
や
留

学
商
品
な
ど
の
紹
介
も
旺
盛

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

６
月
よ
り
レ
ジ
袋
の
有
料

化
を
開
始
し
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
17
ゴ
ー
ル
へ
の
寄
与
の

一
環
と
し
て
、
使
い
捨
て
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

前
年
度
の
損
失
金
１
，

４
１
７
万
円
を
抱
え
て
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
生
協

電
子
マ
ネ
ー
の
チ
ャ
ー
ジ
が

増
え
て
い
ま
す
の
で
、
購
買

店
で
電
子
マ
ネ
ー
の
利
用
を

促
進
す
る
企
画
を
強
化
し
ま

す
。
商
品
の
共
同
仕
入
れ
組

織
で
あ
る
各
地
域
の
事
業
連

合
が
全
国
で
合
併
し
て
一
元

化
と
な
り
ま
し
た
。
立
ち
上

げ
初
年
度
の
た
め
商
品
政
策

な
ど
で
課
題
も
山
積
し
て
い

ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
の

ご
要
望
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

反
映
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
食
堂
の
ミ
ー
ル
カ
ー

ド
の
利
用
者
も
増
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
よ
り
購
買
店
内

で
販
売
し
て
い
る
ホ
ッ
ト
弁

当
（
内
製
化
弁
当
）
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

校
友
会
エ
ル
ム
様
と
の
共
同

企
画
で
あ
る
１
０
０
円
朝
食

や
地
産
地
消
な
ど
北
大
生
協

独
自
企
画
も
旺
盛
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

書
籍
で
は
、
読
書
推
進
提

案
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

教
科
書
販
売
な
ど
強
い
分
野

を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
電
子
書
籍
の
ご
紹
介
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

留
学
生
宿
舎
管
理
な
ど
の

大
学
受
託
業
務
に
し
っ
か
り

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

「
こ
こ
を
改
善
し
て
」
と
気

づ
か
れ
た
と
き
な
ど
に
お
知
ら

せ
い
た
だ
け
る
と
た
い
へ
ん
助

か
り
ま
す
。
店
頭
の
「
組
合

員
の
声
」、
生
協
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
メ
ー
ルseikyou@

coop.
hokudai.ac.jp

な
ど
も
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
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台湾珈琲のもう一つの歴史
台湾珈琲の黎明期の歴史は既に述べたように、橋口文蔵（1895）→横山壮次郎（1897）→新渡戸稲造（1901）→田代

安定（1902）→柳本通義（1905）と北大の先輩達が殖産局恒春熱帯植物殖育場の田代を介してつないできました。一方、
これとは別にもう一つの歴史が埔里の北大台湾演習林にありました。そしてその歴史をつないだのもやはり北大の先輩達
だったのです。

横山壮次郎と川上瀧彌
1895年、横山壮次郎は300人を超える渡台した北大卒業生の最初の一人となりました。「明治三十年埔里社撫墾署事務報

告」に、５月には横山の名前が（図１）、７月には「昨年総督府殖産部ヨリ試植ノ為回送相成リタル珈琲ノ種子…播種タル
モ…発芽ヲ見ズ…本年ハ先ツ全力ヲ茲ニ注キ…珈琲…栽培ヲ施サント欲ス…」とあり、横山の押印もあります。なお、この
珈琲の種子は、「布哇咖啡及マニラ烟草種子取寄方外務省ヘ依賴」によれば、札幌農学校第四代校長・台湾総督府初代殖産
局長橋口文蔵が取り寄せたものと見て間違いありません。このように1896年埔里に送られ播種された珈琲の種子は、横山
と橋口が関わっていたのです。
1897年、横山は台北で橋口の命を受け珈琲樹栽培調査をし種苗を得ましたが、これに関連する「珈琲樹栽培調査復命書」

には、「珈琲栽培は高地ヲ要スルヲ以ッテ現今ノ撫懇署所在地ヲ適当トス」とあります。そのため、埔里社撫墾署長事務取
扱の職務にあった横山は、前年の失敗を挽回するべく当時11箇所あった撫懇署の中で最も高地であった埔里社撫墾署に自ら
が採取した種苗を播栽したと考えられます。
1907年、マリモの発見命名者として著名な川上瀧彌が助手と埔里を訪れ、アラビカコーヒーノキの標本（図２）を採集

しています。1900年代のアラビカコーヒーノキの栽培地は、横山が種苗を得たものが移植された場所が殆どであり、この
標本も横山が移植したものの可能性が高いです。
川上は植物学教室の恩師宮部金吾へ手紙を送り、宮部と札幌農学校の同期で当時殖産局長だった新渡戸稲造への進言を依

頼し、殖産局長代理として柳本通義が推薦し、1903年台湾総督府殖産局に採用されました。着任後直ぐに、川上は横山と
台北のミカン園で病虫害の調査を行っています。二人は踏査を重視する研究者同士であり、幾度と無く埔里を訪れているこ
とから、川上は横山から埔里社撫墾署のアラビカコーヒーノキの情報を得ていたに違いありません。こうして川上は横山が
植えたと考えられるアラビカコーヒーノキの標本を採集したのでしょう。

北大台湾演習林は台湾珈琲の故郷
1917年、北大の先輩達と縁の深い埔里に北大台湾演習林派出所が開設されますが、ここにアラビカコーヒーノキが植え

られ、北大珈琲が始まりました（図３）。史料から判断すると、最初のアラビカコーヒーノキは開設後間もなく、菱葺屋根
の事務室に関与した籠田又平初代主任によって、横山が植えたと考えられるものが移植されたと推測されます。
埔里ではこのように、1896年にコーヒーノキが播種されたものに横山、橋口が関わり、1907年にはアラビカコーヒーノ

キを川上らが採集し、1917年以降は北大台湾演習林で終戦まで珈琲栽培が長く続きました。そのため、北大の先輩達が古
くからその歴史をつないできた北大台湾演習林は台湾珈琲の故郷の一つと言えるでしょう。

～第８回～
台湾通信

北大台湾同窓会会員・北大台湾演習林百年祭発起人　菅　大志

図３：百年前と同所で再生した北大珈琲
（後方は菱葺屋根の事務室）

「北大珈琲」と「北大紅茶」

図１：埔里社撫懇署長事務取扱となった
横山壮次郎

図２：1907年埔里アラビカコーヒー
（林業試験所植物標本館）
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北大キャンパスの
遺跡へ行こう

フ
ー
ド
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
国
際
拠
点
、
事
務
局
１
号
館

西
側
、
農
学
部
食
資
源
研
究
棟
な
ど

の
建
物
は
、
い
ず
れ
も
発
掘
調
査
が

お
こ
な
わ
れ
た
場
所
に
建
て
ら
れ
た

も
の
な
の
で
す
。

展
示
室
と
サ
テ
ラ
イ
ト
サ
イ
ン

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
て
き

た
土
器
や
石
器
な
ど
の
資
料
は
、
埋

蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ

れ
て
お
り
、
一
部
は
セ
ン
タ
ー
内
の

展
示
室
で
公
開
（
開
館
：
平
日
の
９

時
～
16
時
30
分
）
さ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
２
）。
通
常
展
示
の
ほ
か
に
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
実
施
さ
れ
た
発
掘

調
査
の
速
報
展
、
特
定
の
遺
跡
や
遺

物
を
掘
り
下
げ
る
企
画
展
示
な
ど
も

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン

タ
ー
は
、
中
央
食
堂
の
む
か
い
（
道

て
い
き
ま
す
。

発
掘
調
査
さ
れ
た
遺
跡

北
海
道
大
学
の
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
の
全
域
は
、
Ｋ
３
９
遺
跡
・
Ｋ

４
３
５
遺
跡
・
Ｃ
４
４
遺
跡
と
い
う

名
称
で
、「
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」

は
じ
め
に

２
０
１
７
年
度
か
ら
２
０
１
８
年

度
に
か
け
て
、
本
誌
で
連
載
さ
れ
て

き
た
「
文
化
財
へ
行
こ
う
」
と
「
文

化
財
（
予
備
軍
）
へ
行
こ
う
」
で

は
、
北
海
道
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
文
化
財

と
そ
の
予
備
軍
が
紹
介
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
残
さ
れ
て
い
る
文
化
財
は
、
地
上

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
人
の
さ
ま
ざ
ま

な
営
み
の
形
跡
が
、
折
り
重
な
る
よ

う
に
し
て
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
下
に
は

眠
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
発

掘
調
査
を
通
し
て
、
我
々
が
知
ら
な

か
っ
た
こ
の
地
の
歴
史
の
堆
積
を
紐

解
い
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
今
号
か
ら
は
、
そ
う
し
た
埋
蔵

文
化
財
の
世
界
に
つ
い
て
取
り
上
げ

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
地
下
を
掘
り
起
こ
す
工
事
が
実

施
さ
れ
る
際
に
は
、
文
化
財
保
護
法

が
定
め
た
所
定
の
手
続
き
を
経
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
頻
繁
に
実
施
さ
れ
て
い
る
遺
跡
の

発
掘
調
査
（
写
真
１
）
は
、
こ
う
し

た
手
続
き
の
一
環
で
、
必
要
に
応
じ

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
す
。

私
が
所
属
す
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ

ン
タ
ー
が
、
そ
う
し
た
調
査
の
任
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

北
大
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の

遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
す
で
に

１
９
５
０
年
代
か
ら
お
こ
な
わ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
組
織
的
・
体
系
的

に
調
査
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の

前
身
で
あ
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
が

設
置
さ
れ
た
１
９
８
０
年
か
ら
の
こ

と
で
す
。
以
降
、
大
小
様
々
な
工
事

に
先
立
つ
発
掘
調
査
が
、
キ
ャ
ン
パ

ス
内
の
各
地
で
現
在
ま
で
72
回
実
施

さ
れ
、
20
万
点
を
こ
す
出
土
資
料
が

得
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
恵
迪
寮
や
サ
ー
ク
ル
会

館
、
学
術
交
流
会
館
、
第
２
体
育

館
、
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
・
エ
ン

レ
イ
ソ
ウ
、
人
文
・
社
会
科
学
総
合

教
育
研
究
棟
、
弓
道
場
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ウ
ス
北
23
条
２
号

館
、
工
学
部
共
用
実
験
棟
、
薬
学

部
総
合
研
究
棟
、
医
学
部
陽
子
線

治
療
セ
ン
タ
ー
、
植
物
園
収
蔵
庫
、

第1回
キャンパス地下の遺跡の発掘

北海道大学埋蔵文化財調査センター　髙倉　純

を
は
さ
ん
だ
東
側
）
に
位
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
昼
食
や
買
い
物
の
合
間

な
ど
に
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。ま

た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
発
掘
調

査
さ
れ
た
地
点
の
う
ち
20
箇
所
で

は
、
人
類
遺
跡
サ
テ
ラ
イ
ト
と
し
て

解
説
板
（
サ
テ
ラ
イ
ト
サ
イ
ン
）
を

現
在
設
置
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
思
わ
ぬ
場
所
に
あ

り
ま
す
の
で
、
散
策
時
に
見
つ
け
出

し
、
見
学
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
が
年
２
回

主
催
し
て
い
る
「
遺
跡
ト
レ
イ
ル

ウ
ォ
ー
ク
」
と
い
う
行
事
で
は
、
多

く
の
一
般
市
民
の
参
加
の
も
と
、
ハ

イ
キ
ン
グ
形
式
で
こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト

サ
イ
ン
を
訪
ね
て
い
ま
す
。

次
号
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
具

体
的
な
遺
跡
に
ご
案
内
し
ま
し
ょ

う
。

工学部共用実験研究棟地点での発掘調査

写真１：遺跡の発掘調査風景

写真3：レストラン・エルムのそばにあるサテライ
トサイン

写真２：埋蔵文化財調査センターの展示室
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

今
回
は
保
険
金
の
請
求
に
つ
い
て
で
す
。

そ
も
そ
も
事
故
は
そ
ん
な
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
保
険

金
の
請
求
手
続
き
は
不
慣
れ
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
す
。
し
か

し
、「
も
し
も
！
」
の
た
め
の
保
険
な
の
で
、
あ
わ
て
な
い
た
め

に
流
れ
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

保
険
は
請
求
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
支
払
わ
れ
る
も
の
で
す
。
自
分

が
、
自
分
の
家
庭
が
ど
の
保
険
に
入
っ
て
い
る
の
か
、
先
ず
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
特
に
注
意
し
た
い
の
は
「
特
約
」
で

す
。
た
と
え
ば
、「
個
人
賠
償
責
任
特
約
（
自
動
車
保
険
等
の
特

約
）」
に
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
れ
ば
、
他
人
に
け
が

を
さ
せ
、
治
療
代
等
を
請
求
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
特
約
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

事
故
が
あ
っ
た
と
き
の
手
順
は
、
①
救
急
車
の
手
配
な
ど
の
ケ
ガ

人
の
救
護
、
②
警
察
・
消
防
へ
の
連
絡
、
③
契
約
し
て
い
る
保
険

会
社
に
連
絡
で
す
。
携
帯
な
ど
に
予
め
連
絡
先
を
登
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
保
険
金
の
請
求
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
警
察
に
は
必
ず
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
事
故
時
の
対

応
は
、
保
険
会
社
の
指
示
に
従
う
こ
と
で
す
。
自
分
で
勝
手
に
こ

と
を
進
め
て
し
ま
う
と
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

さ
て
、
保
険
金
の
請
求
で
す
が
、
保
険
金
の
支
払
い
は
保
険
会
社

が
判
断
し
ま
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
出
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て

も
、
先
ず
は
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分
が
入
っ
て
い
る
保
険

が
ど
の
よ
う
な
補
償
を
持
っ
て
い
る
の
か

が
わ
か
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
手
続
き

は
で
き
る
だ
け
自
分
で
や
り
ま
し
ょ
う
。

意
外
に
簡
単
に
で
き
る
も
の
で
す
。
最
近

は
、
保
険
金
請
求
代
行
と
称
し
て
詐
欺
が

横
行
し
て
い
ま
す
。
代
行
契
約
を
し
て
法

外
な
保
険
金
を
請
求
し
、
そ
の
50
％
近
く

を
手
数
料
と
す
る
契
約
書
を
交
わ
す
事
例

も
あ
り
ま
す
。

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
13
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人
は
物
事
を
意
の
ま
ま
に
動
か
し
た
い
と
い
う
欲

求
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
成
長
を

見
て
い
る
と
、
離
乳
食
が
終
わ
る
か
終
わ
ら
な
い
か

と
い
う
頃
か
ら
、
何
で
も
か
ん
で
も
自
分
で
や
り
た

が
る
よ
う
に
な
り
、
虫
を
殺
し
て
喜
ん
だ
り
（
〇
〇

ち
ゃ
ん
「
あ
あ
っ
、
ア
リ
さ
ん
だ
！　

ぶ
ち
ゅ
っ
！

（
踏
ん
づ
け
る
）
」
お
か
あ
さ
ん
「
な
ん
て
こ
と
す
る

の
！　

か
わ
い
そ
う
で
し
ょ
！
」
、
と
か
）
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
有
能
感
を
生
み
、
自
分
の

す
る
こ
と
は
上
手
く
い
く
、
何
と
か
な
る
さ
、
と

い
う
感
覚
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に

と
っ
て
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
は
、
ず
い

ぶ
ん
前
に
こ
こ
で
述
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

欲
求
は
骨
が
ら
み
の
も
の
で
あ
り
、
科
学
技
術
の
発

達
を
根
底
か
ら
支
え
る
も
の
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

人
の
生
存
に
と
っ
て
重
要
な
欲
求
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

し
か
し
、
意
の
ま
ま
に
し
た
い
と
い
う
欲
求
は
、

他
者
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
ま
す
。

人
は
人
を
思
い
通
り
に
動
か
し
た
い

…
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
欲
求
は
私

た
ち
の
身
の
回
り
に
、
陰
に
陽
に
顔

を
出
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
子
ど
も

の
躾
は
、
将
来
人
と
人
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
生
き
て
い
く
の
に
必
要

な
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い

う
目
的
で
、
親
が
行
う
も
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
で
す
ね
、
「
な
に
し
て

る
の
！　

ち
ゃ
ん
と
片
付
け
な
さ

い
！
」
「
ヤ
だ
ね
っ
！　

あ
っ
か
ん
べ
ー
、
バ
イ
バ

イ
キ
ー
ン
！
（
ぴ
ゅ
ー
っ
と
逃
げ
て
い
く
）
」
な
ど

と
い
う
事
態
に
な
る
と
、
親
と
い
え
ど
も
頭
に
く
る

わ
け
で
す
。
な
ぜ
か
？　

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
か

ら
、
と
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
に
は
子
ど
も
の
た
め
と
い
う
の
と
は
異

な
っ
て
い
て
、
親
は
一
面
で
、
子
ど
も
を
自
分
の
意

の
ま
ま
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
も
の
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
躾
の
中
だ
け

で
は
な
く
、
広
く
教
育
の
中
に
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
夫
婦
の
間
に
も
、
職
場
の
人
間
集
団
の

中
に
も
。
果
て
は
国
と
国
の
間
に
も
。
相
手
を
思
い

通
り
に
動
か
し
た
い
…
そ
れ
は
、
む
き
出
し
の
力
の

形
を
取
る
と
は
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
愛
情
だ
っ
て
人

を
動
か
す
目
的
で
使
う
こ
と
が
可
能
で
す
。

前
回
、
女
性
の
怒
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
時
、

頭
の
中
に
浮
か
ん
で
い
た
の
は
、
人
と
人
と
の
間
に

は
、
究
極
的
に
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
力
を
持
ち
、
上

に
立
ち
、
仕
切
る
か
、
と
い
う
関
係
し
か
な
い
の

か
、
と
い
う
問
題
で
し
た
。
も
し
そ
う
い
う
関
係
し

か
あ
り
え
な
い
の
な
ら
ば
、
怒
り
の
意
味
も
ま
っ
た

く
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
か
ら
で
す
。
男
性
と
女

性
に
関
し
て
、
「
そ
う
だ
、
男
と
女
は
肩
を
並
べ
た

朋
輩
と
は
な
り
得
な
い
、
暴
君
に
な
る
か
奴
隷
に
な

る
か
だ
」
と
言
っ
た
の
は
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
語
源
に

な
っ
た
十
八
世
紀
の
作
家
、
ザ
ッ
ヘ
ル
・
マ
ゾ
ッ

ホ
で
す
。
若
い
日
に
そ
の
書
『
毛
皮
を
着
た
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
』
を
読
ん
で
、
冷
徹
極
ま
る
認
識
に
震
撼
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
こ
の
言
葉
の
後
に
は
、

男
女
が
権
利
、
教

養
、
労
働
に
お
い

て
対
等
に
な
ら
な

い
限
り
は
、
と
い

う
但
し
書
き
が
付

い
て
い
る
の
で
す

が
。
上
下
、
支
配

被
支
配
で
は
な
い

関
係
を
歌
い
、
「
で

き
る
、
み
ん
な
が

そ
う
思
え
ば
」
と

言
っ
た
の
は
、
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン

で
す
。
誰
も
が
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
で
あ
ろ
う
「
イ
マ
ジ
ン
」
は
、

非
常
に
普
遍
性
の
高
い
内
容
で
す
が
、
こ
う
い
っ
た

意
味
を
含
む
の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
目
を
転
じ
て

み
れ
ば
、
い
じ
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
戦
争
に
至

る
ま
で
、
現
実
は
惨
憺
た
る
も
の
の
よ
う
に
も
見
え

ま
す
。
そ
れ
を
反
映
し
て
、
「
イ
マ
ジ
ン
」
に
は
、

米
国
の
ヘ
ヴ
ィ
ー
・
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド
に
よ
る
、
実

に
暗
澹
た
る
、
し
か
し
説
得
力
に
満
ち
た
、
優
れ
た

演
奏
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
す
。

で
も
私
た
ち
は
、
一
見
す
る
と
絵
空
事
に
見
え
る

ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
の
「
イ
マ
ジ
ン
」
に
込
め
ら
れ
た

何
か
を
手
放
せ
な
い
、
そ
ん
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
希
望
と
い
う
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
祈
り
に

近
い
感
情
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

渡邊　誠

「イマジン」と
支配欲

こころの
健康を考える 58○
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■
新
入
生
歓
迎
冊
子

「
北
大
生
の
生
活
」
制
作
＆
発
行

北
大
の
合
格
者
に
対
し
て
、
合
格

通
知
書
に
同
封
す
る
冊
子
「
北
大
生

の
生
活
」
の
制
作
と
発
行
を
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
は
合
計
ペ
ー
ジ
数
は

減
っ
た
も
の
の
、
見
逃
さ
れ
が
ち
な

生
協
パ
ー
ト
を
前
半
に
し
た
り
す
る

な
ど
工
夫
を
し
、
全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

で
の
発
行
が
で
き
ま
し
た
。

■
新
入
生
歓
迎
活
動
「
春
友
祭
」

４
月
１
日
と
２
日
の
計
２
日
間
、

「
知
り
合
い
を
作
っ
て
も
ら
う
」「
企

画
を
通
し
て
北
大
を
知
っ
て
も
ら

う
」
な
ど
の
目
的
で
、
体
育
会
よ
り

体
育
館
を
借
り
て
様
々
な
ゲ
ー
ム
や

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
新
入
生
歓
迎
活

動
「
春
友
祭
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
は
全
国
の
駅
名
で
区
切
っ
た
１

日
一
緒
に
遊
ぶ
３
人
班
を
作
り
、
そ

の
後
他
の
３
人
班
と
合
体
し
た
り
解

体
し
た
り
を
繰
り
返
し
つ
つ
様
々
な

交
流
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
互

い
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
最

初
の
３
人
班
で
北
大
構
内
を
廻
り
、

７
か
所
に
設
定

さ
れ
た
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ

ト
で
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
ク
リ
ア
す

る
と
い
う
ゲ
ー

ム
を
行
い
、
北

大
を
知
っ
て

も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
１
日
目
が
約
３
５
０
名
、
２
日
目

は
天
候
が
悪
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
約

７
０
０
名
の
新
入
生
が
参
加
し
て
く

れ
、
参
加
し
た
新
入
生
は
ア
ン
ケ
ー

ト
の
み
な
ら

ず
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
呟
く
ほ
ど

楽
し
ん
で
く

れ
、
ま
た
満

足
し
て
も
ら

え
た
様
子
で

す
。

■
履
修
相
談
会M

A
N
A
V
I

４
月
６
日
～
４
月
11
日
に
か
け

て
、
大
学
の
協
力
を
頂
い
て
履
修
相

談
会
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
ご
と

に
分
か
れ
て
北
大
の
履
修
制
度
を
説

明
す
る
「
全
体
説
明
会
」
と
、
時
間

割
な
ど
に
つ
い
て
１
対
１
で
相
談
で

き
る
「
個
別
相
談
会
」、
加
え
て
些

細
な
質
問
な
どLIN

E@

で
も
相
談

で
き
るO

N
LIN

E

相
談
な
ど
の
企
画

を
行
い
ま
し
た
。
全
体
説
明
会
に
は

合
計
１
，
１
８
１
名
、
個
別
相
談
会

に
は
合
計
４
９
６
名
の
参
加
が
あ

り
、LIN

E@

に
は
合
計
２
５
３
名

の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

■
学
生
委
員
会
公
式T

w
itter

@
H

U
_CO

O
P_GI_CS

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

■�

院
生
組
織
委
員
会

①
院
生
総
代
・
院
生
委
員
説
明
会
開
催

４
月
25
日
（
木
）
に
『
院
生
総

代
・
院
生
委
員
説
明
会
』
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
一
般
参
加
（
総
代

希
望
者
）
３
名
と
院
生
委
員
数
名
が

参
加
し
、
総
代
や
院
生
委
員
に
つ
い

て
30
分
ほ
ど
説
明
を
行
な
い
ま
し

た
。
説
明
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
院

生
さ
ん
は
、
み
な
さ
ん
総
代
又
は
院

生
委
員
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
で
す
。

②
院
生
交
流
ジ
ン
パ
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

６
月
29
日
に
開
催
予
定
の
院
生
交

流
ジ
ン
パ
に
向
け

て
、
動
き
出
し
ま

し
た
。
ポ
ス
タ
ー

作
成
、
予
算
や
参

加
費
の
確
認
等
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
院
生
さ

ん
が
30
名
ほ
ど
参

加
し
た
の
で
、
今

年
は
そ
れ
以
上
の

参
加
者
数
を
目
指

し
ま
す
。

■
院
生
委
員
会
連
絡
先

http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/~insei/
Email

：hokudai_insei@coop.hokudai.ac.jp
■
教
職
員
総
代
会
議
：
教
職
員
総

代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で
８
月
を

除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利
用

し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の

営
業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様

に
利
用
者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご

意
見
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。

４
月
は
16
～
18
日
に
、
５
月
は
14

～
16
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、

18
時
～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
総
代
会
議
で
上
が
っ
た
組
合

員
の
声
に
つ
い
て
の
検
討
、
き
ぼ

う
の
虹
の
編
集
・
発
行
に
つ
い
て

討
議
し
て
い
ま
す
。

４
月
は
22
日
に
、
５
月
は
16
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子

で
す
。
教
職
員
委
員
会
が
編
集

し
偶
数
月
に
発
行
し
て
い
ま
す
。

今
号
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
「
北
大

キ
ャ
ン
パ
ス
の
遺
跡
へ
行
こ

う
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
北
大

の
下
は
遺
跡
だ
ら
け
で
あ
る
こ

と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
次

回
以
降
が
楽
し
み
で
す
。

【 

編
集
後
記 

】

き
ぼ
う
の
虹
３
８
２
号
を
お

届
け
し
ま
す
。

今
号
は
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
募
集
開
始
記
事
を
掲
載
す
る

た
め
、「
半
分
だ
け
カ
ラ
ー
号
」

で
す
。
振
り
返
る
と
、
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
も
今
年
で
７
年
目

で
す
。
毎
回
、
多
く
の
方
か
ら

応
募
を
い
た
だ
き
、
作
品
を
見

る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
も
沢
山
の
応
募
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

2019年6月より、
レジ袋有料化となりました。

ムリ
なくできる ライフ

北海道大学生活協同組合

レジ袋

ご利用の方は

お声掛け下さい

北大生協では、レジ袋をはじめとしたごみの削減に取り組んでおります。
お買い物の際はマイバッグのご利用をお願いいたします。
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Web ページ「きぼうの虹 pdf 版」　http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/kyoushokuin/index.html

北大生協きぼうの虹フォトコンテスト開催!!

「北大百景2019」

◆募集要項◆
①参加資格：北大生協組合員であること
②募集期間：６月３日（月）～６月30日（日）
③賞：特選１名、入選５名
④副賞：北大生協電子マネーチャージ
　　　　（特選5000円分、入選2000円分）
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　（１）Webサイトから応募
　　　�「北大生協」で「検索」
　　　「きぼうの虹フォトコンテスト」バナーをクリック
　（２）�投稿フォームにて必要事項を入力の上ファイルを添付してくだ

さい。
　（３）�添付画像ファイルは５MB以内としてください。
　　　 デジタルカメラ・スマートフォン等の媒体は問いません。
　（４）�テーマ：「 北大百景 2019」
　　　 �北大に関するもの。人物が映る場合は、ご本人の許可を得

て投稿して下さい。

⑥結果発表：きぼうの虹383号紙面（カラー）にて発表。
　　　　　　特選は表紙用写真として使用させていただきます。
⑦ご注意：
　（１）ご応募はお一人様一点に限らせていただきます。
　（２）�入選された作品については、「きぼうの虹」紙面に掲載させて
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　　　 �また、秋には全ての応募作品を展示する写真展を開催する予定
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　　　 �応募作品は北大生協が催す展示会のほか、制作するパンフレッ
ト、書籍、カレンダー、ホームページなどに使用させていただ
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ページ「きぼうの虹フォトコンテスト」募集要項をご確認下さ
い。

⑧お問い合わせ先：
　生協会館３F北大生協理事会室
　Tel：011－746－6218
　E-mail：seikyou@coop.hokudai.ac.jp
　担当：きぼうの虹フォトコンテスト係

テーマ

作品募集！
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